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模擬劣化溶媒を用いた抽出速度試験により、高いZr(IV)の吸着性能を示すゼオライト種
の検討を行った。

MORゼオライトにて、高い吸着分配係数を示すことを見出した。

有機物分離・イオン回収・新規センシング・低温二酸化炭素吸着など

安全な処理方法の適正化が必要

図溶媒抽出法

図核燃料サイクル

核燃料再処理法として
PUREX法が工業的に利用

PUREX法の運用に伴い
溶媒の劣化が発生

PUREX法
リン酸トリブチル(TBP)を
抽出剤とした溶媒抽出法

放射線によるTBPの劣化機構

DBP(リン酸ジブチル)
• 劣化生成物の中でも特に生成量が多い
• U・Pu以外の金属とも錯体を形成
• 錯体が低硝酸濃度でも安定

劣化PUREX溶媒からU・Pu
を回収する技術が必要

各種ゼオライトへの吸着 複合化処理FAUの熱処理

MOR型 熱処理FAU型
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